
がら、土木工事廃棄物については、再資源化率が困難な
瓦礫や、汚泥の大量発生により、目標値を下回りました

とができました。
　また、コンクリート電柱の更改促進等により処分量が
増加しましたが、コンクリート電柱のリサイクル率が向
上した事に加え、支店・地域会社の廃棄物処理会社への

極的に取り組んでいきます。

　撤去された通信設備は、単に廃棄するのではなく、Reduce（発生抑制）、Reuse（再使用）、Recycle（再資源化）の3Rに
努め、最終廃棄量の更なる削減に向けて取り組んでいます。
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図 3　非開削工法（推進イメージ図） 図 4　ＴＭライニング工法（イメージ図）
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